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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 １１ 

令和 ６年  ８月 ２９日 

午前・午後 １０時 ５３分 

議会名 令和 ６ 年 第 ５ 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号 １１ 番     菅 原   達 

答弁を求める者 

(選択してください) 市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

一般質問時に使用する資料の

有無（選択してください） 

あり（ 資料提示 ・ 資料配付 ・ モニター使用 ） 

なし 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

１．産業用地の整備の推進につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．幼児教育・保育の充実と質

の確保について 

（１）公立保育園の土曜日の保

育時間について 

 

 

① 国道 50号沿線開発（西側エリア）は、ハザー

ドマップ上で浸水エリアにあり、産業用地とし

て企業を誘致する際、他市との比較におけるデ

メリットになると懸念するが、見解を伺う。 

 

② 植下町の重点促進区域は、民間開発により産業

用地を創出する「地域未来投資促進法」に基づ

くことが示されているが、開発を希望する企業

に対し「地域経済牽引事業計画」の作成が課さ

れるなど、「地域未来投資促進法」に基づく産

業用地の整備は、民間事業者の参入を促す上で

高いハードルになると考えるが、見解を伺う。 

 

③ 産業用地の整備の手法及び誘致活動における近

隣他市との比較を踏まえた上での、本市の取り

組みの現状について見解を伺う。 

 

 

 

 

① 公立保育園の土曜日の保育時間の現状と課題に

ついて見解を伺う。 
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（２）こども誰でも通園制度に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）保育士の処遇について 

 

 

 

３．骨密度検査の重要性につい

て 

 

 

４．市営住宅の共益費の取り扱

いについて 

 

 

 

 

 

 

 

５．猫の去勢・不妊手術費用な

どへの助成制度創設につい

て 

 

① 「こども誰でも通園制度」のメリットを発揮さ

せるための定期利用や利用時間の十分な確保、

また、障がい児や医療的ケア児及び孤立した家

庭を優先するなど、「こども誰でも通園制度」を

導入する上で重視すべき点、配慮すべき点につ

いてどのように捉えているのか、見解を伺う。 

 

② 「こども誰でも通園制度」の試行的導入に向け

たニーズの把握の必要性について見解を伺う。 

 

③ ニーズと受け皿の需給バランスの確保について

見解を伺う。 

 

① 民間の保育士と公立の保育士との処遇の格差に

ついて見解を伺う。 

 

 

① 骨粗しょう症リスクの早期発見、発症予防のた

めの骨密度検査の重要性について見解を伺う。 

 

 

① 一部の市営住宅において、共用部分の電気代や

水道料、浄化槽の清掃費、エレベーターの運営

経費などの共益費を団地の自治会が徴収してお

り、これまで様々な課題が指摘されている。 

 入居者が安心して住み続けるためには、共益

費の徴収や督促などを市が行うべきと考える

が、見解を伺う。 

 

 

① 猫との共生のまちづくりを推進する上で、猫の

去勢・不妊手術費用などを助成する制度を創設

すべきと考えるが、見解を伺う。 

 


